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利用条件

この度は、Autel Robotics株式会社（以下、「当社」といいます）が提供する産業用

航空機の製品に関心をお寄せいただき、誠にありがとうございます。以下の規約をよ

くお読みいただき、ご理解、ご同意いただいた上で、取扱マニュアルをご利用くださ

い。

商標情報

商標 EVO Lite™、EVO Lite+™、Autel Sky™、Autel SkyLinkTM、Autel Robotics®は、

中国およびその他の国/地域における Autel Roboticsの登録商標です。本書に記載され

ているその他の製品および会社名は、それぞれの所有者の登録商標です。

著作権表示

Autel Roboticsの明確な同意なしに、マニュアルのいかなる部分も、いかなる形式（電

子的、機械的、複製、記録、その他の形式）でも、複製または転送しないでください。

免責条項

EVO Liteを安全にお使いいただくために、この取扱説明書に記載されている操作方法

と手順を守ってください。16歳未満の方は、必ず専門の大人の監督のもとで航空機を

使用してください。機体を使用しないときは、お子様の手の届かないところに保管し

てください。

使用者が安全な操作方法を守らない場合、Autel Roboticsは使用中のいかなる製品の

損害または損失--直接的または間接的、法的、特別または経済的損失（利益損失を含

むがこれに限らない）に対して責任を負わず、保証サービスを提供しないものとしま

す。互換性のない部品や、Autel Robotics社の公式説明にない方法で製品を改造しな

いでください。このマニュアルでは、航空機の安全な運用方法をご紹介しています。

このマニュアルは、航空機の安全な運用方法について説明するものであり、お客様ご

自身や他の方の安全、財産を脅かすことのないようお願いいたします。本マニュアル

は不定期に更新されます。最新のバージョンをご利用いただくために、以下のサイト

をご覧ください: www.autelrobotics.com

データの保存と使用

本製品のバックアップサービス機能はデフォルトで無効になっているため、ユーザー

http://www.autelrobotics.com


情報やフライト情報がモバイル端末を通じてアップロードされたり、伝搬されたりす

ることはありません。Autel Sky APP を航空機と接続すると、フライトリモートセン

シングデータを含むフライトログが Autel Robotics社のデータサーバーにアップロー

ドされ、保存されます。リモートセンシングデータおよびフライトログはすべて米国

内のデータサーバーに保存されますが、フライトログのバックアップオプションを有

効にした場合のみ、データの自動アップロードが可能です。Autel Roboticsカスタマ

ーサービスチームは、APPを通じてユーザーの明示的な承認がない限り、フライトロ

グデータにアクセスする権利を持ちません。承認があれば、選択された時間内にのみ

フライトログにアクセスすることができます。

機体の内蔵ドライブには、さまざまな静止画や動画、機体センサーからのデータなど

が保存されます。万が一、修理が必要になった場合、内蔵メモリーに保存されている

情報を使って、故障の診断ができます。この情報は、サービスや修理を行う場合を除

き、保持されません。内部メモリに保存されたデータは、いかなる形でも削除したり

変更したりしないでください。そうでない場合、Autel Roboticsは保証できません。

Autel Roboticsが収集したデータは、サポートとサービスの提供、および製品性能の

向上のために使用されます。私たちは、お客様のプライバシーを私たち自身と同じよ

うに真剣に取り扱います。アップロードされたデータは、法律によって要求された場

合のみ開示することに同意することができます。
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第 1章 読み方

この度は EVO Lite シリーズをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

Autel Robotics製品を安全にお楽しみください。このマニュアルでは、EVO Lite シリ

ーズの特徴を理解し、本機とリモートコントローラを最適に操作するための方法を学

びます。EVO Lite シリーズを初めてご使用になる前に、本書および添付資料をよく

お読みになり、いつでも参照できるようにご準備ください。

1.1凡例

このマニュアルの凡例に注意してください。

警告：危険の可能性がある事項

重要事項：使用上、重要な事項

備考：理解を深めるための補足説明

1.2製品資料

Autel Roboticsは、ユーザーの皆様が最適な体験を得られるよう、以下のドキュメン

トを提供します：

1. ユーザーマニュアル

2. クイックスタートガイド

3. 免責事項および安全な操作ガイド

使用者は、まず免責事項および安全な操作ガイドをご覧になり、次にクイックスター

トガイドを読んで、使用手順を理解することをお勧めします。

製品の詳細な情報については、取扱説明書をお読みください。

警告

 梱包箱の中のパーツリストに記載されている機体やその他の付属品をご確認く

ださい。本機と互換性のない部品や、メーカーによる公式の説明にない方法での

改造は行わないでください。

1.3 Autel Skyアプリをダウンロード

Autel Sky Appは、リアルタイム画像伝送、シニアフライト、カメラ制御方法をモバイ

ルデバイスに提供することができます。アプリは Android 8.0, iOS 12.0以上のシステ

ムをサポートしています。以下の 2つの方法でダウンロードすることができます：
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方法 1：

App Storeまたは Google Playで「Autel Sky」を検索し、「INSTALL」をクリックしま

す。

方法 2：

Autel Robotics社公式サイトのアプリダウンロードページにアクセスし、QRコードを

読み取ってダウンロードします：www.autelrobotics.com/download/App_download.html

http://www.autelrobotics.com/download/App_download.html
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第 2章 航空機

EVO Liteシリーズは、折りたたみ式のボディを持つ 4ローター UAVです。EVO Lite
シリーズは、屋内外での安定したホバリング、インテリジェントフライトなどの先進

機能を備えているだけでなく、最大飛行速度 68km/h、最長飛行時間約 40分というパ

ワフルな飛行性能を有しています。

EVO Liteシリーズには、EVO Liteと EVO Lite+があり、カメラにはそれぞれ 1/1.28イ
ンチと 1インチ CMOSイメージセンサーが採用されています。EVO Liteは、4軸ジン

バルを搭載し、50mピクセルの 4K高精細動画・写真を安定して撮影することができ

ます。EVO Lite+は、3軸ジンバルを搭載し、20mピクセルの 6Kビデオと写真を撮影

することができます。「Autel Sky App」では、ワンクリックで撮影できるショートフ

ィルムやパノラマ、タイムラプスなど、多彩なインテリジェント撮影モードを実現す

ることができるそうです。APPに内蔵された豊富なテンプレートにより、素材を選択

した後、作品にテンプレートを使用し、携帯電話のクイック転送やワンクリック共有

機能を使って、作品を素早くダウンロードし、共有することができます。

EVO Liteシリーズは、Autel Roboticsの新世代画像伝送技術「Autel Skylink」を採用し、

2.4GHz、5.8GHz、5.2GHzのダブル送受信に対応しています。干渉や遮断がなく、最

大2.7Kの画像解像度で12kmの画像伝送を実現します。リモートコントローラーには、

Autel Sky Appによって高精細画像をリアルタイムで表示できるモバイルデバイスの

サポートが搭載されています。

備考

 最大飛行速度は、無風時に海面付近で測定したものです。

2.1部品の説明

①プロペラの場合 ④ジンバル・カメラ

②足廻り ⑤前面 LEDインジケーター
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③前方視認システム ⑥モーター

⑦電源ボタンを押す ⑨背面 LEDインジケーター

⑧リアビジョン・システム ⑩空気出口

⑪SDカードスロット搭載 ⑫航空機用電池

⑬USB-C端子

⑭超音波センサ ⑯下方向視認システム

⑮下方向 LED
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2.2フライトインジケータの表示

機体には、各アームの先端に LEDインジケーターが 1つずつ付いています。前面の

LEDは赤色で点灯し、頭上方向を確認するのに役立ちます。背面の LEDは、機体の

現在の飛行状態を表示します。

色の指定記号。

R - 赤 Y - 黄色

G - 緑 B - 青

フライト LEDインジケーターのステータス定義

前面 LEDインジケ

ーター
背面 LEDインジケータ 意味

通常状態

B - 常時オン G - スローフラッシュ（2秒/1回） GPSモードの航空機

B - 常時オン Y - スローフラッシュ（1秒/1回） ATTIモードの航空機

警告

B - 常時オン Y - スローフラッシュ（1秒/1回） 電池残量警告

B - 常時オン R - スローフラッシュ（1秒/1回） 深刻な電池残量不足の警告

コンパスの校正

B - 常時オン Y - 常時オン 校正中の航空機

B - 常時オン G - 常時オン キャリブレーションに成功

B - 常時オン Y - 常時オン キャリブレーションに失敗

機体とリモコンはペアリング

B - 急速発光 G - 急速発光 ペアリング中の航空機

B - 急速発光 G - 常時オン 5S ペアリング成功

B - 急速発光 R - 常時オン 5S ペアリングに失敗

アップグレードのご案内
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2.3航空機用電池

EVO Lite用バッテリーは 6175mAhで、定格電圧は 11.13V、充放電管理機能を備えて

います。バッテリーの充電には、公式で提供される専用アダプターとケーブルを使用

する必要があります。

① ディスコネクトボタン

② バッテリー残量表示

③ 電源ボタン

警告 Autel Robotics

 が提供するバッテリーと充電器のみ使用可能です。バッテリーや充電器を改造し

たり、サードパーティ製の機器に置き換えて使用することはできません。

 電池内の電解液は強い腐食性を持っています。万一、電解液が目や皮膚に触れた

場合は、直ちにきれいな水で洗い流し、医師の診察を受けるようにしてください。

2.3.1電池の使用

1. バッテリー残量確認

バッテリーインジケーターは、LED 1、LED 2、LED 3、LED 4に分かれています。各

インジケーターの位置は、下図のとおりです。

B - 急速発光 G - 急速発光 アップグレード中の航空機

B - 常時オン G - 常時オン アップグレード成功

B - 常時オン Y - スローフラッシュ（1秒/1回） アップグレードに失敗
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電源を切った状態で、電源ボタンを 1秒間押し、すぐに離すと、電池残量が確認でき

ます。LEDは、下図のように現在の電池残量を表示します。

電池残量表示状態（非充電状態）

- 緑が通常点灯 - 緑が点滅している - オフ

LED警告説明

インジケータが点滅している 警告の記述

充電温度が高すぎたり、低すぎたりしている。

充電電流が大きいため、短絡が発生する。

放電の場合、過電流、過負荷、短絡の問題がある。

- インジケーターが点滅している - オフ

2. 電池を入れる

電池を取り付ける前に、電池の電源を切っておいてください。取り付け後、電源ボタ

ンを 3秒間長押しする。バッテリー残量インジケーターが現在のバッテリー残量を表

示します。

3. 電池を切る

電源ボタンを 3秒間長押しして、バッテリーを OFFにします。バッテリーが航空機

に搭載されている場合、LED 1と LED 4が 5回点滅し、シャットダウンすることを知

らせます。すべてのバッテリー残量表示が消えたら、バッテリーを機体から取り出し

てください。
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4. 航空機用バッテリーを取り付ける

1.電池を入れる前に、電池の電源スイッチを切ってください。

2.下図のように、電池を入れ、底面まで押し込みます。電池が所定の位置に装着され

ると、カチッと音がします。

5. 航空機用バッテリーを分解する

1.バッテリーを取り出す前に、機体のバッテリー電源スイッチを切ってください。

2.電池の両端にあるバックルを押しながら、ゆっくりと電池を取り出します。

6. 航空機用バッテリーの充電

機体バッテリーとリモートコントローラーは、付属の充電器とケーブルを使って充電

することができます。毎回使用前に、バッテリーを完全に充電してください。

1）アダプターを AC電源に接続する。

2）バッテリーの両端にある切断ボタンを押しながら、充電ケーブルの一端を機体バ

ッテリーの充電口に接続します。
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3) 充電状態では、航空機のバッテリー残量インジケーターが円形に点滅します。

4) すべてのバッテリー残量インジケーターが消灯している場合は、インテリジェン

ト航空機用バッテリーが完全に充電されたことを示します。充電を完了するには、充

電器を取り外してください。

2.3.2電池機能

以下の機能により、電池を保護し、長持ちさせることができます。

1) 保管時の自己放電保護機能：電池を高温環境で保管したり、6日間使用せず電池残

量が多くなった場合、自己放電保護機能が働きます。電池は自動的に安全なレベルま

で放電し、この放電プロセスは 2~3 日かかります。この期間では、それは電池がわ

ずかに高温になる可能性があります。

2) ローバッテリー保護：バッテリー残量が少なくなった場合、自動的にスリープモ

ードに入り、ダメージを回避します。このモードでは、電源ボタンを押しても反応が

ありません。バッテリーを起動するには、充電器とそれを接続することが許可されて

います。

3) 充電温度保護：充電温度が 5℃（41℉）より低い場合、または 45℃（113℉）より

高い場合は、充電が停止します。

4) 過電流保護：大きな充電電流はバッテリーに深刻なダメージを与えるため、充電

電流が過大な場合はバッテリーの充電を停止します。

5) 過充電保護：バッテリーは完全に充電された後、自動的に充電を停止します。

6) バランス保護：各電池ユニットは、過充電または過放電を回避するために電圧バ

ランスを維持します。

7) 過放電保護機能：バッテリーが使用されず、自己放電期間を完了すると、自動的

に電源出力機能を停止します。飛行中はこの機能は無効になります。

8) 短絡保護：短絡が検出されると、電源が切断されます。

9) パワーダウンモード：30分以内に操作がない場合、バッテリーの電源が切れます。

10) 通信：使用中、機体はバッテリーと連続的に同期し、電圧、容量、電流、温度な
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どの情報をリアルタイムで提供します。

11) 低消費電力モード：電池残量が約 8%以下になると低消費電力モードになり、自

身の電力消費を抑えます。低電力消費モードからバッテリーを回復させるには、充電

器によって起動させなければなりません。

2.3.3 注意事項

1. 使用

 機体バッテリーの取り付け・分解は、必ず機体電源を切ってから行ってください。

 EVO Liteシリーズには、弊社が販売または認定したバッテリー、充電器以外は使

用できません。未承認のバッテリーや充電器を使用すると、火災や爆発、液漏れ

などの危険性があります。Autel Roboticsは、第三者のバッテリーや充電器を使用

した場合の結果について、一切の責任を負いかねます。

 必ずフライト前にバッテリーをフル充電してください。低バッテリーアラームモ

ードになった場合は、速やかに着陸させ、飛行を停止し、バッテリーを交換また

は充電する必要があります。

 電池を分解したり、傷をつけたり、押し出したり、曲げたり、突き刺したり、切

ったり、歪ませたり、他の形で傷つけたりしないでください。火災、爆発、液漏

れ、その他の危険を引き起こす可能性があります。

 電池の膨張、発煙、液漏れ、破損を発見した場合は、直ちに使用または充電を中

止し、塩水を入れた容器に電池を浸けておく必要があります。

 電池は適切な温度（-10℃～40℃）で使用してください。高温または低温での使用

は、電池の寿命に影響します。高温にすると火災や自然発火の原因となり、低温

にすると電池に永久的な損傷を与える可能性があります。

 バッテリーが 10℃以下の低温の場合、航空機に挿入して暖機することができま

す。20℃以上まで暖めるのが最適です。

 低温環境下ではバッテリー出力の制限により、航空機の風圧抵抗が減少し、飛行

性能が低下します。ご注意ください。

 低温環境（0~5℃）で使用する場合は、バッテリーを満充電にする必要がありま

す。低温環境で使用するとバッテリーの放電容量が減少しますので、まず機体の

電源を入れ、バッテリーを温めてください。

 バッテリーを強い静電気や電磁波のある環境で使用しないでください。

 バッテリーを直火、爆発、その他の危険な場所にさらさないでくだ さい。

 電子レンジや圧力鍋の中に電池を入れないでください。

 機体が水に落ちた場合は、回収後すぐにバッテリーを取り出してください。バッ

テリーが完全に乾くまで、開けた場所に置き、安全な距離を保ってください。バ
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ッテリーの使用を中止し、カスタマーサービスセンターに連絡し、交換を依頼し

てください。

2. 充電

 航空機のバッテリーをフル充電するには、最大で 90分必要ですが、充電時間は

バッテリー残量に影響します。

 破損した充電器は絶対に使用しないでください。

 充電器を使用しないときは、バッテリーと電源の接続を解除してください。

 充電は、バッテリーが常温に冷めてから行ってください。飛行後すぐに充電器に

接続すると、過温保護機能が働き、バッ テリーが完全に冷えるまで充電ができ

ないことがあります。

 充電中は機体の電源を入れないでください。機体の電源が入っているときは、充

電に対応していません。

 バッテリーの充電許容温度は、5℃~45℃です。バッテリーセルの温度がこの範囲

にない場合は、バッテリーマネージメントシステムにより充電が禁止されます。

最適な充電温度範囲は 22℃~28℃です。この範囲で充電することで、バッテリー

の寿命を延ばすことができます。

 EVO Liteシリーズでは、複数のバッテリーを同時に充電するためのマルチチャー

ジャーをオプションでご用意しています。Autel Robotics オンラインモールでア

クセサリーを購入することができます。

 バッテリーの活性を維持するために、約 3ヶ月に一度、充電してください。

 公式以外の標準充電器を使用したことによる結果については、Autel Roboticsは一

切の責任を負いません。

3. 保管・輸送

 電池を保管するときは、水源や熱源に近づかないようにする。電池は、乾燥した

風通しのよい場所で、室温（理想温度は 22℃～28℃（72℉~ 82℉））で保管する

こと。

 電池は、子供やペットの手の届かないところに置くこと。

 電池を直射日光の当たる場所や、鋭利な物体、水、金属、反応性の化学物質の近

くに置かないでください。

 極端な温度で保管すると、電池の寿命が短くなります。上記で 1日使用しない場

合は、-10℃（14℉）～30℃（86℉）の場所で保管してください。そうでない場合

は、バッテリーの損傷や故障の原因となることがあります。

 バッテリーを長期間使用しない場合、バッテリーの寿命が短くなります。破損し
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た電池は絶対に輸送しないでください。バッテリーを輸送する必要がある場合、

20~30%まで放電させなければなりません。

4. 廃棄処分

 電池は十分に放電させてから、指定の電池リサイクル容器に廃棄してください。

 電池は危険な化学物質ですので、一般のごみ箱には捨てないでください。詳しく

は、各地域のリサイクル・廃棄に関する法律や規制を遵守してください。

2.4ジンバルとカメラ

2.4.1ジンバルの概要

EVO Liteジンバル

EVO Liteは 4軸ジンバル手ブレ補正と 1/1.28インチCMOSセンサー搭載の 4Kカメラ

を搭載し、カメラコアは自機中心を軸として独立して±400°回転することができます。

リモートコントローラーのジンバルピッチングサムホイールまたは Autel Sky Appを
使って、ジンバルピッチ角を-90°~30°の範囲で調整することが可能です。

① ショックアブソーバ ⑤ 転がり軸モータ

② 撮影 ⑥ ヨーイング軸モーター

③ フィルタ ⑦ 回転軸モーター

④ ピッチング軸モータ

EVO Lite+ジンバル

EVO Lite+は 3軸手ぶれ補正機能を搭載し、カメラには 1インチ CMOSセンサーが内

蔵されており、6Kの高精細な映像を記録することができます。リモコンのジンバル
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ピッチングサムホイール、または Autel Sky Appでジンバルピッチ角度を-90°~30°の範

囲で調整することが可能です。

① ショックアブソーバ ④ ピッチング軸モータ

② 撮影 ⑤ 転がり軸モータ

③ UVフィルター ⑥ ヨーイング軸モーター

ジンバルには 2つの動作モードがあります:

安定化モード

ローリング軸は水平のまま、ピッチング軸はユーザーが設定した角度のままです。こ

のモードは安定した画像や映像を撮影するために使用されます。

FPVモード

ローリング軸は機体のローリング方向と一致し、ピッチング軸はユーザーが設定した

角度のままです。一人称視点で見る場合に使用するモードです。

重要

 EVO Liteシリーズのカメラジンバルは、1つのジンバル保護カバーで固定されて

おり、保管中の不測の回転や損傷からジンバルを保護することができます。

 正常な動作を確保するために、ジンバルの温度は-10℃~50℃（14℉~122℉）であ

る必要があります。

 起動前には、必ずジンバル保護カバーを取り外してください。さもないと、ジン

バルカメラや回路が損傷する可能性があります。

 機体の電源スイッチを入れると、ジンバルは自動的に回転し、セルフテストとキ

ャリブレーションを行います。ジンバルの周囲にジンバルの動きを妨げるような

ものがないことを確認してください。

 ジンバルには精密部品が使われています。衝突や破損があった場合、精密部品が

損傷し、ジンバルの性能低下の原因となることがあります。ジンバルカメラを物

理的な損傷から保護してください。
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 ジンバルは清潔に保ち、砂、石、その他の物体に触れないようにしてください。

そうしない場合、ジンバルの動きが妨げられ、性能に影響を与える可能性があり

ます。

 カメラのジンバルの上に物を置かないでください。ジンバルの性能に影響を与

え、モーターの焼損の原因になることがあります。

 飛行前に、ジンバルにシールや異物がないことを確認し、機体を平らな地面に置

いてください。電源投入後は、絶対にジンバルに衝突させないでください。

 起伏の多い地面や草地などで、ジンバルに地物が衝突したり、ジンバルに過大な

外力（衝突や破損など）が加わると、ジンバルモーターが異常になる場合があり

ます。

 濃い霧や雲の中での飛行では、ジンバルが結露し、一時的に故障することがあり

ます。この場合、ジンバルは乾燥させると正常な状態に回復します。

2.4.2カメラの概要

EVO Liteのカメラは、1/1.28インチセンサー、有効画素数 50m、レンズ口径 F1.9、0.5m
以上のフォーカスを搭載しているのが特徴です。4K60の高精細映像の撮影が可能で

す。

EVO Lite+のカメラは 1インチセンサーを 1つ搭載し、20mの静止画撮影と 6Kのハイ

ビジョン動画撮影に対応し、絞りは F2.8~F11の範囲で調整できる。フォーカスは 0.5m
以上です。

これら 2つのカメラモジュールは、以下のような複数の撮影モードをサポートするこ

とができます：

 シングル

 バースト

 自動露出ブラケット(AEB)

 タイマー

 HDR撮影

 夜間

 パノラマ

写真は DNGまたは JPG形式で保存し、動画はMOVまたはMP4形式で記録すること

ができます。画像と動画はマイクロ SDカードに保存することができます。リアルタ

イム画像は、Autel Sky Appで最大 2.7Kの解像度と 30フレームの流暢さで表示するこ

とができます。
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重要

 カメラレンズの性能を維持するために、適切な温度・湿度範囲内で使用・保管し

てください。

 レンズ表面に付着した汚れやほこりは、レンズの損傷や画質への影響を避けるた

めに、専用のレンズクリーニング用具で取り除くことをお勧めします。

 カメラを遮ったり、覆ったりしないでください。そうしないと、高温によりカメ

ラが損傷したり、あなたや他の人が火傷を負うことがあります。

2.4.3マイクロ SDカード使用

EVO Liteシリーズには、記憶容量を拡張するためのMicro SDカードスロットが搭載

されています。

機体の電源を入れる前に、まず下図のようにMicro SDカードを 1枚ポートに挿入し

てください。EVO Liteシリーズは、最大保存容量 256GBの SDカードに対応してい

ます。ハイビジョン動画を撮影する場合は、Class10または UHS-3のMicro SDカード

を使用することをお勧めします。

マイクロ SDカードがない場合でも、写真撮影や動画撮影は可能ですが、画像は直接

モバイル機器に保存されます。

警告

 機体の電源が入っているときは、絶対にMicro SDカードを挿入したり、抜いた

りしないでください。ビデオ撮影中にMicro SDカードを抜き差ししたり、電源

を入れたままバッテリーを取り外すと、Micro SDカードが破損してデータが失わ

れる可能性があります。

 機体の電源を正しく切ってください。そうしないと、カメラのパラメータが保存

されず、録画中のビデオが破損する可能性があります。Autel Roboticsはビデオや

写真の読み取りに失敗したことによる損失について責任を負いません。

 カメラシステムの安定性を確保するために、1回の録画時間を 30分以内に制限す

ることをお勧めします。

 撮影前にカメラのパラメータ設定を確認し、正確なパラメータを確認してくださ

い。



11

 重要なビデオを撮影する前に、数回のテスト撮影を行い、装置が正常であること

を確認してください。

 マイクロ SDカードに保存された写真やビデオは、航空機の電源が入っていると

きのみ Autel Sky Appからダウンロードすることができます。

2.5プロペラの場合

EVO Liteシリーズは、騒音低減のためのクイックリリースプロペラを採用していま

す。

警告

 プロペラの取り付け、取り外しの際は、航空機の電源スイッチを切ってから行っ

てください。

重要

 プロペラの取り付け、取り外しの際には、保護手袋の着用が必要です。

2.5.1プロペラを取り付ける

1.機体の電源が切れていることを確認します。

2.各モータに合ったプロペラを選択します。

3.プロペラを無理やり押し込んで、ロック方向に回転させ、しっかりと取り付けてく

ださい。

プロペラ

の場合
ホワイトマーク付き ホワイトマークなし

模式図

設置位置 白いマークでマウントに装着 マウントに白抜きで装着
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伝説

ロック機構( ):図のようにプ

ロペラを回転させて締め付けま

す。

ロック解除方向( ):を回転さ

せ、図のようにプロペラを取り外

してください。

ロック機構( ):図のようにプロペ

ラを回転させて締め付けます。

ロック解除方向( ):を回転させ、

図のようにプロペラを取り外してく

ださい。

2.5.2プロペラの分解

1.機体を停止させます。

2.プロペラを無理やり押し下げ、ロック解除方向に回転させると、プロペラが外れま

す。

重要

 飛行前に各プロペラがしっかりと取り付けられていることを確認する。

 破損したプロペラは飛行に使用しないでください。

 回転しているプロペラやモーターに触ることは禁止されています。

 モーターテストの前には必ずプロペラを降ろしておく必要があります。

 プロペラは Autel Roboticsが提供する Liteシリーズ専用プロペラをご使用くださ

い。異なる機種のプロペラは使用しないでください。

 ブレード交換の場合は、同じパッケージのブレード 2枚を使用してください。他

のパッケージのブレードとは絶対に混ぜないでください。

 モータの物理的な構造を許可なく変更しないでください。

 モーターの空気出口や機体シェルの空気出口を塞がないでください。

2.6インテリジェントな飛行制御システム

EVO Liteシリーズは、内蔵されたインテリジェントなフライトコントロールシステム

により、安定した飛行制御を行うことができます。このシステムは、コースリバーサ

ル、フェイルセーフ、ポジショニングシステムなど、複数の高度な機能をサポートす

ることができます。各モジュールの動作説明は、下表のとおりです。

インテリジェントフライト制御システムモジュール

モジュールの紹介 商品概要

IMU
機体の 3 軸の姿勢角（または角速度）と加速度を測定し

ます。
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羅針盤
地磁気を測定し、航空機のコースリファレンスを提供し

ます。

GNSS受信機 GPS信号を受信して、経度、緯度、高度を測定します。

気圧計 気圧を測定し、航空機の高度を測定します。

超音波センサ 航空機と地上の距離を測定します。

両眼視機能システム 前方・後方・下方の両眼視をサポートします

2.6.1飛行モード

EVO Liteシリーズは、APPで切り替え可能なスタンダードモード、スポーツモード、

スムースモードに対応しています。

1. 標準モード

GPSモジュールと下方向のビジョンシステムを使用し、航空機の正確なホバリング、

安定した飛行、クイックショット機能を実現します。GPS 信号が良好な場合、GPS
は正確な位置決めに使用されます。GPS信号が悪い場合、ビジョンシステムは、光条

件が要求される場合には、位置決めに使用されます。光条件がビジョンシステムの要

件を満たす場合、最大飛行姿勢角は 25°、最大飛行速度は 10m/sとなります。
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2. スポーツモード搭載

GPSモジュールと下方視認システムを使用し、正確なホバリングを実現します。機体

制御の感度を調整した後、最大飛行速度 19m/s、最大上昇速度 8m/s、最大下降速度 4m/s
まで上昇することができます。

3. スムースモード搭載

標準モードを基準に、最大飛行速度 5m/s、最大上昇速度 3m/s、最大下降速度 2m/sと
飛行速度を制限し、撮影時の機体の安定性を高めています。

GPSの信号が悪く、コンパスが乱れ、視準の測位条件を満たせなくなると、機体は姿

勢（ATTI）モードに入ります。ATTIモードでは、機体は水平方向にドリフトし、イ

ンテリジェントフライト機能およびリターン機能は使用できなくなります。そのた

め、このモードの機体はスポットホバリングや自動ブレーキを実現できないので、事

故の発生を避けるため、できるだけ早く安全な位置に着陸させなければなりません。

ATTIモードによる飛行事故を防ぐため、GPS信号の悪い場所、理想的でない光の状

態、狭い場所での飛行を避けるようにしなければなりません。

重要

 スポーツモードでの飛行の場合、通常モードと比較して飛行速度が大幅に増加す

るため、制動距離が大幅に増加します。無風飛行の場合は、飛行の安全性を確保

するため、制動距離を 30m以上確保すること。

 スポーツモードでの飛行の場合、機体の降下速度も大きく増加します。無風での

飛行の場合、飛行の安全を確保するために、少なくとも 10mの制動距離を確保す

る必要があります。

 スポーツモードでの飛行の場合、機体の姿勢制御感度が通常モードと比較して大

きく上昇します。具体的には、リモコンのちょっとした操作で、機体の飛行動作

が大きく変化します。実際の飛行では、十分な飛行空間を確保し、安全な飛行を

行う必要があります。

 標準モードおよびスムースモードで撮影を開始した後、ジンバルピッチ角が-90°
または 0°に近づくと、撮影の安定性を確保するために、飛行速度が制限されます。

強風の場合は、機体の耐風性を向上させるため、制限を解除します。このとき、

ジンバルのブレが発生することがあります。

2.6.2インテリジェント・フライト機能

1. オートリターン機能

GPS 信号が正常なときのみ、復帰機能が有効になります。手動で復帰機能を有効に

するには、復帰ボタンを長押しします( ) をクリックするか、リモコンの「戻る」

アイコンをクリックします( )を Autel Sky Appで表示します。指示を受けると、あ
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らかじめ設定された帰還地点に自動的に帰還・着陸します。

重要

 機体が帰還する際の高さ（離陸点からの相対高さ）は、デフォルトで 30mです。

機体がこの高度より低いときにこの機能を有効にすると、30mまで上昇してから

帰還します。

 帰還地点を中心に半径 10m以内で機能を有効にすると、その場に自動着陸しま

す。

 EVO Liteシリーズは、前方視システムにより飛行コース上の障害物を検知・回避

することができます。帰還時に前方視システムが有効でない場合は、障害物を自

動回避することはできません。ポーズボタンを押す( )をクリックするか、

Autel Sky App 一時停止アイコン( ) をクリックすると、オートリターンモー

ドを終了し、機体の制御を回復することができます。

2. フェイルセーフ対応

フェールセーフ機能とは、EVO Liteシリーズ UAVが必要な時に自動帰還または現在

位置への着陸を支援するための機能です。フェールセーフは、以下の場合に作動しま

す:

1) 通信障害時

機体とリモコンの通信が 3秒間中断した場合、フェールセーフ機能が作動します。

フェールセーフ機能作動時に GPS信号がある場合、オートリターン機能が有効にな

ります。それ以外の場合は、その場に着陸します。通信復旧後も、一時停止ボタンを

押すことができます( ) または、Autel Sky App 一時停止アイコンをクリック

( )をクリックすると、機体の制御が回復します。

2) 航空機のバッテリー残量低下

航空機は、帰着地点までに必要なバッテリー残量を継続的に計算します。バッテリー

残量が帰還地点に必要な最大残量に達すると、Autel Sky Appが通知を表示します。フ

ェールセーフが作動し、復帰作業を開始します。同様に、一時停止ボタンを押すか、

Autel Sky Appの一時停止アイコンをクリックして、機体の制御を回復させることも可

能です。

A. 機体のバッテリー残量が設定した閾値（デフォルトでは 25%）に達すると、ロー

バッテリー警報が 1回発生し、フェイルセーフが作動して機体の自動帰還を開始しま

す。

B. バッテリー残量が 15%になると、深刻なバッテリー残量不足のアラームが 1回鳴

り、その場で自動着陸します。
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備考

 機体のバッテリー残量が 25%になったとき（ローバッテリーアラーム）、機体と

帰還地点の水平距離が 50m未満であれば、自動帰還処理を行いません。

 バッテリー低下アラームの場合、利用可能な GPSがない場合、航空機は自動帰還

処理を実行しません。機体は ATTIモードに入り、制御が継続されます。バッテ

リー残量が 15%になると（深刻なバッテリー残量低下アラーム）、航空機は自動

着陸します。

 緊急時には一時停止ボタンを押すことができます( )または Autel Sky App 一

時停止アイコンをクリック( )で着陸を一時停止し、手動で最も近い安全な着

陸地点まで飛行させることができます。

3.着陸の特徴

1) 着地保護

航空機が帰還地点の上空に到着すると、着陸保護機能が作動し、地上の環境を検知し

ます。地面が平らであれば、自動的に着陸します。そうでない場合は、その場でホバ

リングして次の指示を待ちます。

2) 正確な着陸

精密着陸機能を作動させると、機体がスキャンして地形を照合します。現在の地形と

離陸地点の地形が一致すれば、離陸地点に限りなく近い場所に着陸します。

重要

 航空機は、離陸地点をデフォルトの帰着点として記録します。精密着陸は、飛行

中に帰着点が更新されない場合にのみ有効になります。

 離陸地点は、明るく開放的な場所（芝生など）を選んでください。

 精密着陸を行う場合は、離陸時の環境が変化していないことを確認する必要があ

ります。

2.6.3コンパスのキャリブレーション

コンパスは工場でキャリブレーションされており、通常、ユーザーによるキャリブレ

ーションは必要ありません。コンパスがエラー情報を表示する場合、航空機の飛行方

向が制御入力と一致しない場合、飛行場所がキャリブレーションされた距離から離れ

ている場合は、以下のキャリブレーション手順を実行してください。

警告

 コンパスは電磁波の影響を受けやすいため、コンパスの誤差や飛行品質の低下を

招く恐れがあります。キャリブレーション後も使用できない場合は、機体を他の
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場所に移動して再キャリブレーションを行うことが認められています。

コンパスキャリブレーションを行う場合、以下の点にご注意ください:

 屋外の開けた場所を選んでください。

 磁石やコンクリートの鉄筋など、磁気の干渉源から遠ざけてください。また、大

きな構造物に近づけると、キャリブレーション結果に影響を与えることがありま

す。

 地中や架空の送電線から遠ざけてください。

 強磁性体（鍵や磁石のついた装飾品など）は絶対に持ち込まないでください。

 キャリブレーションの妨げになるような電子機器（携帯電話など）には近づかな

いでください。

キャリブレーションの手順。

1.機体を広げ、Autel Sky Appを開き、メニュー設定インターフェースに入り、「安全」

オプションを選択し、「コンパスキャリブレーション」をクリックしてキャリブレー

ションインターフェースに入り、「開始」キーをクリックしてください。

2.機体を持って水平にし、機体後部の LED インジケーターが正常に緑色に点灯するまで

機体を回転させてください。
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3.機体を持ち、頭部を下にして垂直にし、機体後部の LED インジケーターが正常に緑色

に点灯するまで機体を回転させてください。

4.機体の側面を下にして持ち、機体後部の LED インジケーターが正常に緑色に点灯する

まで機体を回転させてください。

備考

 キャリブレーションに失敗すると、機体の後部インジケータが通常通り赤色に点

灯し、APPもキャリブレーション失敗を知らせます。この時点で、上記の手順を

繰り返してください。

 金属や電気製品に近づかないようにし、地上から 1.5mほどの高さで機体を維持

するようにしてください。

2.7両眼視機能システム

ビジョンシステムは、画像データを使って、航空機と潜在的な障害物との距離を計算

します。障害物を検知すると、機体を停止させます。また、航空機の下には超音波セ

ンサーモジュール（受信用と送信用）が設置されており、航空機の地上からの基準高

を提供し、ビジョンシステムと連携して航空機の位置情報を算出します。
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両眼視機能システム

システム

概要
機体上の位置 障害物の感知範囲 視野角

前方へ 機体前面 0.5 ~ 18 m 水平方向＜70°、垂直方向＜88º

後方 機体の尾面 0.5 ~ 18 m 水平方向＜40°、垂直方向＜30°

下方向へ 機体底面 0.5 ~ 22 m 水平方向< 40°、垂直方向< 30º

下図は、各双眼視システムのカバーリング角度を示したものである:

備考

 ビジョンシステムには、カバー範囲外にデッドゾーンがあります。安全確保のた

め、飛行中は周囲の環境や注意事項に気を配る必要があります。

 光量の不足する複雑な環境、小さな物体（小枝、線、網など）、動く物体、透明

な面（窓など）、反射する面（鏡など）では、機体を操作しないようにしてくだ

さい。

 車などと一緒に飛行する場合は、畑や閉鎖された道路を選んで走行してくださ

い。高速道路では絶対に使用しないでください。

2.7.1注意事項

1.機体が GPSまたはビジョンポジショニングのモードであることを確認する。

2.フライト LEDインジケータが緑色にゆっくり点滅するか、赤色に 2回点滅したら離
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陸すること。

3. GPS信号が弱い場合や、視力測位ができない場合は、細心の注意が必要です。

4.ビジョンシステムおよび超音波システムは、機体下方の表面の明るさや質感の影響

を受けます。以下の表面の上空を飛行しないようにしてください：

– 純色の表面（純黒、純白など）。

– 反射率の高い面や逆反射する面（氷面など）。

– 水面や透明な面。

– 光が頻繁に変化する面。

– 特に暗い、または明るい物体表面。

– 動いている面（交通量の多い道路など）。

– 吸音性のある面（厚いカーペットなど）。

– テクスチャがまばらな面（電柱やパイプラインなど）。

– 反復性の高いパターンからなる表面（タイルなど）。

– 小さな障害物（木の枝、電線など）。

5.雨天や霧など、視界が 100m以下になるような場面での飛行は避けてください。

6.飛行前にビジョンシステムの表面をチェックし、双眼カメラのレンズとセンサーが

きれいで覆われていないことを確認してください。

– 表面のフィルムやシールなどのカバーを外す。

– 水滴、指紋、汚れなどをきれいにする。(アルコールなどの有機溶剤ではなく、ほ

こりの出ない布などで）。

– 表面に脱落、亀裂、傷、摩耗などがある場合は、修理に出してください。

7. 超音波システムの障害を避けるため，超音波距離計，故障検出器，洗浄機，溶接機

などの 40 kHz 超音波機器を使用しないでください。
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第 3章 リモコン

EVO Liteシリーズは、Autel Roboticsの新世代画像伝送技術「Autel Skylink」を採用し、

強力な耐干渉性能を持ち、2.4GHz, 5.8GHz, 5.2GHzのダブル発光・ダブル受信に対応

しています。最大 10kmの通信距離で機体とカメラの制御・設定を行い（FCC、無干

渉、無遮蔽）、Autel Sky Appによりモバイル機器に高精細画像をリアルタイムで表示

することができます。伸縮式のモバイルデバイスサポートはモバイルデバイスを安定

的にサポートでき、リモコンの内蔵バッテリーは3930mAhで約3.5時間動作可能です。

3.1部品の説明

① 電源ボタン
ボタンを 2秒間長押しすると、リモコンの電源が ON/OFF
になります。

② 一時停止ボタン
航空機の自律飛行の停止やその場でのホバリング、自律飛

行の回復を表示します。

③ 電源インジケーター リモコンの現在の電池残量を表示します。

④ 充電用インターフェ

イス
リモコンの充電やパラメーター調整などに使用します。

⑤ 戻るボタン ウェイポイントへの帰還を指示します。

⑥ コマンドスティック 航空機の方向や動きを制御します。

⑦ モバイル機器対応 視野角の調節が可能なモバイル機器の固定に使用します。

⑧ アンテナ 航空機との通信周波数は、2.4GHz/5.8GHz/5.2GHzです。
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⑨ モバイル機器用インタ

ーフェース
モバイル機器の接続に使用されます。

⑩ 写真・動画ボタン 写真／動画の撮影を開始／停止する。

⑪ ユーザー定義ボタン Autel Skyを使って機能を設定する。

⑫ ジンバルピッチングダ

イヤル
カメラジンバルのピッチ角度を制御します。

⑬ 空気吸入口 リモコン冷却に使用します。

⑭ 空気出口 リモコン冷却に使用します。

3.2リモコンを使う

3.2.1リモコンの電源 on/off

1. スタートアップ企業

電源ボタンを押す( )という短いビープ音が鳴るまで 2秒間待ちます。

2. シャットダウン

電源ボタンを押す( ) という短いビープ音が鳴るまで 2秒間待ちます。

重要

 航空機の電源を接続する前に、必ずリモコンの電源を入れてください。

 リモコンの電源を切る前に、必ず機体の電源スイッチを切ってください。
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3.2.2充電用リモコン

1. 専用充電ケーブルをリモコン底面の USB-C インターフェースに接続します。フル

充電には 2hかかります。

2. 充電中の場合、リモコンの電源ランプは滝のように光るモードになります。充電が

完了すると、4つのインジケーターは通常緑色に点灯します。その際、ビープ音が 2
回鳴ります。

3. 充電完了後、リモコンから充電器を取り外す。

3.2.3モートコントロール機

リモコンには、操作の癖に応じたモード 1、モード 2、モード 3があり、Autel Sky App
で自己定義することも可能です。初心者の方は、モード 2で操作することをおすすめ

します。

モード 1
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モード 2

モード 3

重要

 リモコンの制御モードは、デフォルトでアメリカン・マニピュレーターになって

います。

3.2.4制御カメラ

1. 写真/ビデオボタン：短押しで写真撮影、ビデオ録画のスタート/ストップができま

す。

2. ジンバルピッチコントロールサムホイール：トグルでジンバルのピッチ角度をコン
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トロールします。

3.3リモコンのキャリブレーション

コマンドスティックに異常がある場合（リモコンが地面に落ちたり、機体の飛行方向

と操作方向が一致しないなど）、リモコンのキャリブレーションを推奨します。リモ

コンのキャリブレーションは、Autel Sky Appを使用して行うことができます。

1. 操作の前に航空機の電源を切ってください。

2. Autel Sky Appを開き、設定インターフェースに入り、「コントロール」オプショ

ンをクリックし、「リモコンキャリブレーション」をクリックし、「スタート」キー

をクリックします。

3. 左右のコマンドスティックとサムホイールを交互に、Appの矢印の方向に最大まで

動かします。方向のキャリブレーションが完了すると、その方向の矢印が青色になり

ます。
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3.4リモコンペアリング

リモートコントローラーと機体は、工場出荷時にペアリングされています。交換後、再度

リモートコントローラーのペアリングが必要な場合は、以下の手順で行ってください:

方法 1

1. 機体とリモコンの電源を入れ、機体のバッテリーボタンをダブルクリックします。

機体背面の LEDが素早く点滅し、ペアリングの準備が整ったことを示します。

2. リモコンと携帯電話を接続し、Autel Sky Appを操作して、「パーソナルセンター」

の「新しい航空機を接続」をクリックし、ペアリングの指示に従って操作してくださ

い。

3. ペアリングに成功すると、機体尾部の LEDが 5秒間点灯し、その後ゆっくりと点

滅します。アプリは画像送信インターフェースに切り替わります。

方法 2

1. 機体の電源を入れ、機体のバッテリーボタンをダブルクリックする。機体背面の

LEDが素早く点滅し、ペアリングの準備が整ったことを示します。

2. 電源ボタンを長押しする( )とホームボタン( )を同時に 3秒以上押すと、リ

モコンの電源がオンになります。リモコンのインジケーターが素早く点滅し、ペアリ

ングの準備が整ったことを示します。

3. ペアリングに成功すると、機体後部の LEDが 5秒間点灯し、その後ゆっくりと点

滅します。

重要

 周波数ペアリングを行う場合、航空機はリモコンから 0.5m以内を維持しなけれ

ばならない。

 新しいリモコンが航空機との周波数ペアリングに成功すると、古いリモコンは航

空機と接続されなくなります。

 ペアリングの際、携帯電話がリモコンから外れてしまった場合は、60秒以内に再

接続してください。

3.5最適な通信範囲

航空機を制御する場合、リモコンと航空機の向きや方向性を適時調整する必要があり

ます。アンテナ面が航空機に正対している場合、リモコンと航空機間の信号品質は最

適な状態になります。また、航空機を制御する際には、航空機を最適な通信範囲に維

持する必要があります。
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備考

 リモコンを姿勢計の航空機アイコンに向けておくと、最適な画像伝送信号が得ら

れます。



28

第 4章 Autel Sky App
Autel Sky Appは、飛行、撮影、編集、共有機能を統合し、シンプルで美しいインタラ

クティブなインターフェース、直感的な飛行指導、強力で使いやすい新しいエディタ

を内蔵しており、ユーザーが素早く開始して航空写真を楽しむことができるようにす

るものです。

4.1アクティベーション

4.1.1デバイスのアクティベーション

EVO Liteシリーズを初めて使うときは、次の手順でアクティベーションを行ってくだ

さい:

1.機体のアームを広げ、ジンバルカバーを外して、機体の電源を入れる。

2.リモコンの電源を入れ、リモコンとスマートフォンを接続し、「Autel Sky App」を

起動します。

3.リモコンと機体のペアリングに成功すると、アプリは自動的にアクティベーション

ページにジャンプします。次へ」をクリックすると、製品利用規約のページに進みま

す。

4."上記の規約を読み、遵守することに同意します "にチェックを入れ、"アクティベ

ート "をクリックしてください。デバイスのアクティベーションが正常に行われる

と、アプリに 「アクティブ完了」 と表示されます。
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重要

 アクティベーションが正常に行われた場合のみ、Autel Robotics Careを購入する

ことができます。

 リモートコントローラーと機体は、工場出荷時にペアリングされています。リモ

コンまたは機体を交換した後は、3.4項を参照してペアリングを行ってください。

4.2インターフェース紹介

4.2.1ホームページ



30

1. アルバム名

ユーザーは、アルバム内の写真や動画を閲覧・編集することができます。アルバムに

は、SDカード、内蔵メモリー、デバイスストレージ（Autel Sky）のオプションがあ

ります。写真とビデオは、ローカルアルバムにダウンロードすることができます。「作

成」オプションをクリックすると、手動クリッピング用のテンプレートやツールを選

択できます。

備考

 機体が接続されていない場合や SDカードが挿入されていない場合は、SDカード

オプションは表示されません。デバイスストレージはデフォルトのオプションで

す。

2.スキルセンター

"スキルセンター"をクリックすると、製品タイプを選択し、ビデオや説明を見ること

ができます。

3.個人センター

個人アカウント、フライトログ、ユーザー規約、Autel care、デバイス管理を表示しま

す。その他、クイック接続、デバイス管理、キャッシュクリア、言語、Autel Robotics
Care、新しい航空機の接続、初心者向けガイドを設定します。
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4.2.2カメラインターフェース

重要

 画像伝送インターフェースを上にスライドさせると、すべての情報を隠して画像

伝送画面のみを表示することができます。

1. ホームページ

クリックするとホームページに戻ります。

17

1 2 3 4 5 7 8 9 10

11

13

141516

19

6

12

18



32

2. 飛行モード

現在のフライトモードを表示します。

3. 機器の状態

航空機の飛行状況や各種警告情報を表示します。異常な状態の場合は、クリックする

と詳細情報が表示されます。

4. 信号強度

現在の画像伝送信号強度および航空機とリモコン間の GPS信号強度を表示します。

5. リモコン電池残量

リモコンの電池の現在の残量を表示します。

6. 航空機のバッテリー残量

現在の機体電池の残量を示す。

7. 残り飛行時間

現在のバッテリー残量をもとに、航空機の残り飛行時間を表示します。

8. 障害物回避

障害物回避センサーがオンになっているかどうかを表示します。

9. システム設定

1) 安全性

- 初心者モード：初心者モードを有効にすると、航空機の速度、高さ、距離が制限さ

れます。

- ホームポイント：航空機の現在地をホームポイントとして設定するか、手動で別の

位置を定義し、そこに戻るようにします。
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- 飛行制限：最大飛行上限、最大距離、帰還高さを設定します。

- コンパス：コンパスの状態を表示し、コンパスに異常がある場合は再調整を行い

ます。

- IMU：IMUの状態を表示し、IMUに異常がある場合はキャリブレーションを行いま

す。

- バッテリー情報：バッテリー温度、バッテリーヘルス値、放電回数を表示します。

低バッテリーアラーム、深刻な低バッテリーアラームの閾値を設定し、バッテリー保

護モード（デフォルトでは 3日ごとに放電）をオン/オフします。

- ドローンを探す：ライトの点滅とビープ音のモードを開始し、行方不明の航空機を

探します。

- 高度な設定：ビジョンベースの障害物回避システム、障害物検出レーダーマップ、

下方ビジョン LED、機体 LEDインジケーター、姿勢モード離陸をオン/オフすること

ができます。

2) 制御

- 単位を指定します：デフォルトの単位をメートル法（km/hまたは m/h）またはイン

ペリアル法（mph/h）に設定します。

- コマンドスティックモード：コマンドスティックモードをモード 1、モード 2、モ

ード 3のいずれかに設定します。

- フライトモード：機体やジンバルの制御速度を設定します。スムースモード、スタ

ンダードモード、スポーツモードがあります。

- RCカスタマイズボタン：左のカスタマイズボタンをクリックまたはダブルクリック

して、カスタム機能を設定します。

- RCキャリブレーション：プロンプトの手順に従い、リモートコントローラーをキャ

リブレーションします。飛行姿勢とリモコンスティックの方向が一致しない場合、キ

ャリブレーションが必要です。

- ジンバル設定：作業モード（スタビライズ／FPV）とジンバル角度（中心／下向き）

を設定し、ジンバルキャリブレーションとジンバル手動調整を有効にし、ジンバルピ

ッチ調整を 30°上向きに有効にします。

3) 撮影

-一般設定：写真フォーマット（ JPG/DNG/JPG+DNG）、ビデオフォーマット

（MP4/MOV）、ビデオエンコーディング（H.265/H.264）、保存場所（内蔵メモリー

/SDカード）、フォーマット。動画撮影中の音声記録、動画撮影中のキャッシング、

カメラリセットなどの設定を選択します。
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-撮影アシスト機能：ヒストグラム、露出オーバー警告、グリッド、空撮素材ダウン

ロード、デフォグ、アンチフリッカーなどを設定します。

4) 画像伝送

-画像転送モード：HD、スムース、2.7K。

5) 概要

-デバイスのシリアル番号、ファームウェアのバージョン、アプリのバージョンなど

の情報を表示

10. 迅速な情報提供

クリックすると、画像転送インターフェースの各オプションの意味が表示されます。

11. 撮影設定

撮影パラメータを設定します。

12. 拡大図

ズーム倍率を切り替えます。

13. 撮影ボタン

ボタンをクリックすると、カメラが起動したり、ビデオ録画が開始/停止されます。

14. アルバム名

クリックすると、アルバムページに入ります。

15. 撮影モード

写真：撮影モードを（シングル/バースト/AEB/タイマー）の間で設定、解像度、ホワ

イトバランス、HDRを設定します。
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ビデオ：録画中の撮影、ビデオフレームレート、解像度、HDRなどを設定します。

クイックショット：フェードアウト、ロケット、オービット、フリック、ローテート

の 5つのシネマティックモードから選択可能です。

ポートレート：写真撮影やビデオ撮影、写真・ビデオの解像度やフィルターの設定、

航空機の撮影距離の自動調整などに利用できます。

パノ：ランドスケープ、ポートレート、ワイドアングル、スフェリカル。選択したパ

ノラマタイプに基づき、機体が自動的に複数の写真を撮影し、合成します。

ハイパーラプス:マニュアル、オービット、ローテートの 3つのタイムラプス撮影モ

ードを提供します。撮影時間、撮影枚数、合成映像の時間、航空機の最大飛行速度、

オリジナル画像の保存などを設定できます。

プロ: オート、マニュアル、シャッター優先モードの 4つの撮影モードから 1つを設

定します。

重要

 4軸ジンバルを搭載した EVO Liteのみ、回転クイックショット、回転ハイパーラ

プス撮影に対応します。

 EVO Lite+のみ、絞り優先撮影モードに対応しています。

16. アティテュード・インジケーター

現在の機体位置、機首方位、オペレーター位置、ホームポイント位置、フライトステ

ータスパラメーターを表示します。

H 800m 34m/s：機体からホームポイントまでの垂直距離と飛行速度です。

D 10000m 34m/s：機体からホームポイントまでの水平距離と飛行速度です。

17. 地図

1回クリックすると、小さな地図が表示されます。もう一度クリックすると、画像転

送インターフェースから大きな地図に切り替わります。
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- 飛行禁止区域リマインダー：飛行禁止区域の情報：高さ制限区域などを表示します。

- コンパス：方位を確認できます。

- マップモード：ノーマル、サテライト、ブレンドレイヤーを選択します。

- 位置決め：機体、リモコン、ホームポイントの位置を地図上に素早く固定します。

-ドローンを探す：点滅とビープ音を作動させて、行方不明の機体を見つけます。

18. ジンバル

ジンバルのピッチ角度を表示します。

19. タップで離陸/着陸

離陸をクリックする( ) / 着陸( )アイコンを長押ししてスクロールすると、離

陸／着陸ができます。

ホームポイントへの着陸や、現在位置への垂直着陸を指示することができます。
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備考

 機体の高さが設定した帰還高度（初期設定では 30m）以下になると、帰還高度ま

で上昇し、出発地点に帰還して着陸します。機体の上方に障害物がないことを確

認してください。
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4.3カメラ機能の紹介

4.3.1クイック転送

Autel Sky App を通じて、EVO Lite 機からモバイル端末に写真や動画を最大 20MB/s
の転送速度で直接ダウンロードすることが可能です。

操作手順

1. 機体電源を入れ、機体を地上に置きます。

2. リモコンに携帯電話を接続し、Autel Sky Appを操作して、機体とリモコンをペア

リングしてください。

3. ペアリング後、アルバムを開き、必要な素材を選択し、ダウンロードアイコンをク

リックします。( )高速ダウンロードを設定する場合。

重要

 クイック転送機能は、ルーターやブルートゥースヘッドセットなどの干渉源から

離れ、干渉や遮蔽のない環境でご使用ください。

 5.8GHz/5.2GHzが許可されている国や地域では、干渉や遮断のない環境で最大の

ダウンロード運命を達成できますが、5.8GHz/5.2GHzが許可されていない場合、

2.4GHzを使用するとダウンロード速度に制限が発生します。
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4.3.2ワンクリックでクイック撮影

クイックショットは、フェードアウト、ロケット、オービット、フリックという 4つ
の撮影モードによって撮影されます。選択した撮影モードに応じて機体が自動的に飛

行し、一定時間撮影を続けます。最後に短い動画を自動生成し、Appでの連続編集や

高速共有をサポートします。

フェードアウト：機体が後退しながら上昇し、レンズが被写体を追従して撮影します。

ロケット：機体が対象物の上空に到着後、垂直に上昇し、レンズが対象物を見下ろし

ながら撮影を行います。

軌道：機体が対象物を中心にして、特定の距離で周囲を飛行して撮影します。

フリック：機体が対象物を中心に捉え、システムで定義された円弧ルートを採用して

撮影を行います。

回転：機体が対象物に向かって移動し、カメラコアが回転軸を中心に移動してシュー

と撮影します。

操作手順

1. バッテリーが満タンであることを確認する。地上から 2.5m以上の高さまで機体を

発進させてください。

2. 撮影モードをショートフィルムに切り替え（別のワンクリック・ショート・フィル

ム・モードを選択すると、該当するショートフィルムの説明が表示されます）、撮影

効果を表示します。周囲に障害物がなく、自動飛行に適していることを確認します。

3. 任意のショートフィルムモードを選択後、画面上の被写体上で「＋」をクリックす

るか、指で被写体を選択し、写真／ビデオボタンをクリックすると、機体が自動的に

飛行してビデオを撮影し、撮影終了後にスタート地点に戻ります。

4. 撮影後、アルバムをクリックして短い動画を表示し、引き続き APPで編集して他

のソーシャルプラットフォームに共有することができます。
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5. ユーザーが APPカメラインターフェイスの写真/ビデオボタンをクリックした後、

リモートコントローラのコマンドスティックを使用するか、リモートコントローラの

一時停止ボタンを短く押します( ) で撮影を中断すると、機体はブレーキをかけて

現在位置でホバリングし、中断前に撮影した素材がアルバムに保存されます。

重要

 ショートフィルムの撮影は、障害物や遮蔽物のない開放的な環境でご使用くださ

い。

 事故の発生を防ぐため、周囲の歩行者、車両、動物などの障害物には十分注意し

てください。

 機体とリモコンの距離は 30m以内を維持し、機体は操作者の視認できる範囲内で

操作してください。

 建物や障害物などにより GPSの電波状況が悪い場合は、ワンクリック・ショート・

フィルム機能を使用しないでください。

 ワンクリック・ショート・フィルム機能を使用する場合、ユーザーはプライバシ

ー権に関する現地の法律を遵守する必要があります。

 EVO Liteのみ回転式クイックショット撮影に対応しています。

 以下のシーンでは、Liteシリーズのビジョンシステムは正常に動作しないため、

ワンクリックショートフィルム機能を使用することはお勧めできません:

– 撮影対象が長く遮蔽されている場合や、視界の範囲外にある場合。

– 撮影対象が航空機から 50m以上離れている場合。

– 撮影対象が周囲の環境と色や模様が酷似している場合。

– 撮影対象が空中にある場合。

– 撮影対象がすばやく移動するとき。

– 特に暗い（照度 300ルクス以下）、または明るい（照度 10,000ルクス以上）

環境である場合。
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4.3.3ポートレート撮影

ポートレートモードは、AIアルゴリズムにより被写体を自動認識し、背景をぼかし

て被写体を際立たせることができます。また、人数に応じた接写、中景、遠景などの

シーンモードを選択することができます。

クローズ：1～3人用。

ミディアム：3～5人用。

ロング：5～10人用。

操作手順

1. 機体がフル充電されていることを確認します。機体を飛行させ、2.5m 以上の高さ

に上 昇させます。

2. Autel Sky Appで、カメラインターフェイスに入り、ポートレートモードを選択しま

す。

3. ユーザーはインターフェース上で被写体とシーンを選択し、機体は自動的に撮影に

適した距離まで飛行します。

4. ユーザーは、ポートレート写真またはビデオの撮影を選択することができます。撮

影終了後、機体は現在位置でホバリングします。

重要

 ポートレートモードを使用する場合は、GPS信号が良好であること、障害物回避

システムがオンになっていることを確認してください。

 機体と操作者の距離が 30m以上になると、アプリがウィンドウを開き、指示され

た場所まで飛行するかどうかをユーザーに尋ねます。「確認」を選択すると、機

体がその場所まで飛行します。

 飛行中は、ユーザー自身がコマンドスティックを動かして飛行を中断し、撮影位

置を調整することができます。
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4.3.4夜間モード

夜間など光量の少ない環境での撮影に適した「ナイトモード」しております。Autel
Moonlight Algorithmに基づき、EVO Liteシリーズでは、極端に暗い環境下でも高 ISO
でノイズの少ないきれいな夜景写真や動画を撮影することが可能です。

夜景撮影時には、さまざまな光環境に対応する 3つのモードを選択できます。

標準です：撮影効果は通常の撮影モードと同じです。

夜間：ISO値を自動的に調整し、最大 16000に達することができます。

スーパーナイトの様子：ISO値を自動的に調整し、EVO Lite は最大 64000、EVO Lite+は
最大 48000に達することができます。

重要

 ナイトモードでは、ISO値の手動調整には対応していません
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第 5章 飛行

EVO Lite シリーズは、独自のポータブル設計を採用し、工場で組み立てられていま

す。UAVの安全な運用のために、初飛行の前に以下の説明と警告をお読みください。

5.1 安全運転ガイド

5.1.1飛行環境

 UAVの飛行に関する現地の法律や規制を遵守してください。指定された航空機移

動エリアでのみ飛行し、Autel Sky Appを使用して満足のいく距離と高さの制限を

設定してください。

 濃霧、雨、あられ、雪、強風（風力 7以上）などの悪天候では絶対に飛行させな

いでください。

 人口密集地、建物、電磁波の干渉源から離れた開けた場所で飛行してください。

鉄筋の多い建物は、コンパスの動作に影響を与え、GPS信号を遮断するため、航

空機の位置決めが悪くなり、測位に失敗することもあります。建物から航空機を

5m以上離すことを推奨します。

 高度が 5000m以下になるように飛行してください。

 屋内での飛行の場合、光量不足、GPS信号の届かない場所、狭い場所などで、一

部の機能が制限される場合があります。

 障害物、人ごみ、水面（上空 3mまで）等から離し、見通しのよい範囲で操縦し

てください。

5.1.2飛行前

UAVを飛ばす前に、必ず以下の事項に注意する必要があります:

 機体、リモートコントローラー、モバイルデバイスが完全に充電されていること

を確認してください。

 ジンバルの保護カバーが取り外されていることを確認してください。

 機体のカメラレンズとセンサーが汚れていないことを確認してください。

 プロペラが損傷なく正しく取り付けられていることを確認してください。

 機体の各部品が組み立てられていることを確認してください。

 航空機のモーター、ジンバル、カメラが電源投入後、正常に動作することを確認
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してください。

 Autel Sky App に表示されるアラームやエラーがすべて処理されていることを確

認してください。

 Autel Sky App とそのファームウェアが最新バージョンにアップデートされてい

ることを確認してください。

 航空機の制御と操作に精通していることを確認してください。

 機体に付属しているアクセサリー、または Autel Robotics社が販売・認定した機

体用のアクセサリーのみを使用してください。未承認のアクセサリーを使用した

場合、重大な安全上のリスクをもたらし、製品保証が無効になります。

5.1.3機内

 離着陸の際は、人、車、その他の移動体から離れたうえで行ってください。

 機体から目を離さないこと。

 ビジョンポジショニングの場合、水面や雪原などの鏡面反射地に近づかないこ

と。GPSの信号が悪い場合は、明るい環境で確実に飛行させること。

 バッテリー低下アラームが発生した場合、オートリターン処理をキャンセルしな

いこと。電力不足で帰還地点に戻る可能性があります。

 Autel Sky Appがアラームを表示した場合、直ちに関連する仕様に従った操作を実

行してください。

 泥酔、高血圧、めまい、疲労、その他航空機の安全な操縦に影響を及ぼす可能性

のある体調不良がないことを確認してください。

5.1.4保管・保守

 衝突やはみ出しがあった場合は、機体の各部をよく確認してください。機体や付

属品は、お子様やペットの手の届かないところに保管してください。

 機体や付属品は涼しく乾燥した場所に保管してください。

 水源や熱源から遠ざけてください。

 機体の推奨温度は 22℃~28℃ (72℉~82℉)です。
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5.2飛行準備

5.2.1電池の準備

1. 航空機用バッテリーの取り付け

電池を取り付ける前に電池の電源スイッチを切り、電池を電池室に挿入してくださ

い。

2. 機体のバッテリーとリモートコントローラーを充電する

1) 航空機用バッテリーの充電

バッテリー両側の切断ボタンを押しながら、充電ケーブルの一端をバッテリー充電口

に差し込み、もう一端を電源アダプター（定格電力 63.75W）を介して AC電源に接

続します。

2) 充電用リモコン

充電ケーブルの一端をリモコン底面の USB-C 充電ポートに差し込み、もう一端を電

源アダプター（定格電力 63.75W）を介して AC電源に接続します。
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重要

 公式の充電ケーブルと電源アダプターを使用することをお勧めします。

5.2.2リモコンの準備

1.モバイル機器との接続

モバイルデバイスのサポートを伸ばし、モバイルデバイスをサポートの上に置き、リ

モートコントローラーのコネクタの携帯電話ポートをモバイルデバイスに挿入しま

す（リモートコントローラーの対応するMicro USB、USB-C、Lightningインターフェ

ースアダプタの交換が許可されています）。モバイルデバイスがスロットにしっかり

と挿入されていることを確認します。

2. リモコンの電源を入れる

電源ボタンを押す( ) を 2 秒間押すと、リモコンの電源が入ります。

5.2.3航空機の準備

1. 航空機の延長

機体の電源スイッチを入れる前に、ジンバルの保護カバーをゆっくりと引き抜き、前

腕、後腕、プロペラを順次伸ばしてください。

重要

 機体の電源スイッチを入れる前に、ジンバルの保護カバーが取り外され、アーム

が伸びていることを確認してください。

 前アーム、後アームの順に伸ばしてください。

 必ず機体電源スイッチを切ってから、リモコンを切ってください。アームをたた

む前に機体電源スイッチを切ってください。まずリアアームとプロペラを伸ば
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し、次にフロントアームを伸ばしてください。

2. 航空機の電源を入れる

電源ボタンを 3秒間押して、機体の電源を入れる。電源インジケーターが点灯し、現

在のバッテリー残量が表示されます。

3. ペア機とリモートコントローラー

この操作方法については、3.4項を参照してください。

5.3飛行操作

本機には、モード 1、モード 2、モード 3の 3つのコマンドスティックモードがあり、

それぞれのモードによって機体の操作性が異なります。詳しい操作方法は、3.2.4項を

ご覧ください。デフォルトのモードは、初心者にお勧めのモード 2です。以下、モー

ド 2を例にして説明します。

5.3.1基本フライト

1. 機体を開けた場所に置きます。機体の尾翼から 3m 以上離れて立ちます。

2. リモコンと機体の電源を入れます。

3. Autel Sky Appを操作し、モバイルデバイスと機体を接続し、カメラインターフェイ

スに入ります。

4. 尾部 LEDインジケータが緑色になり、ゆっくり点滅した後、リモコンでモーター

を始動させます。

5. リフターをゆっくりと押し上げ、機体を安定的に離陸させます。

6. 視界の範囲内で機体を慎重に操縦してください。

7. リフターを引き下げると、機体が着陸します。

8. 着地後、モーターが切れるまでリフターを 2秒間、下側に引いてください。

9. 機体、リモコンの電源を順番に切ってください。
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5.3.2離陸

備考

 バッテリー残量が 15%以下になると飛行できなくなります。

 回転するプロペラやモーターに近づかないでください。

1. 手動離陸

1) 図のように、左右のスティックを 1秒ずつ押して、モーターを始動させます。

2) 左スティックをゆっくり押し上げます。

警告

 動作中はモーターが発熱します。注意して操作してください。

 初めて操縦される方は、操作に慣れるまでコマンドスティックを軽く動かしてく

ださい。

2.自動離陸

1) ワンクリックテイクオフボタンを押しながらスライドする( )を APPカメライ

ンターフェースで表示します。

2) 機体は自動的に約 2.5mの高さまで上昇します。上昇中は、左コマンドスティック

で機体の位置を調整することができます。

或いは
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警告

 動いている船や車など、動いているものには絶対に離陸しないでください。

5.3.3着地

重要

 必ず平らで広い場所に着地してください。

1.手動着陸

1. 航空機の適切な着陸位置を探します。

2. 飛行機が目標位置の上空に到着したら、コマンドスティックを放してホバリングさ

せます。

3. 左のコマンドスティックをゆっくりと押し下げ、着陸させます。

4. 着地後、左コマンドスティックをモーターが切れるまで 2秒間下に引きます。

2.自動着陸

1)ワンクリックランディングボタンを押してスライドさせる( )をAPPカメライン

ターフェースで表示します。

2) 着陸の際は、右のコマンドスティックで機体の位置を調整することができます。

備考

 自動着陸の際、一時停止ボタンを押すと機体の制御を回復することができます

( )リモコンの。

 自動着陸は、ATTIモードでも使用できます。ただし、このモードでは機体がド

リフトする可能性があるため、飛行高度を監視する必要があります。

 ローバッテリー警報の場合、機体後部の LEDが赤く点滅します。この時、一刻

も早く安全な着陸地点に戻ることが必要です。
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5.4飛行制限について

ICAOや各国の航空交通管理当局の管制空域や UAV管理規則により、UAVは指定さ

れた空域を飛行する必要があります。飛行の安全のため、デフォルトで高さ・距離制

限、特別地域内飛行制限などの飛行制限が発動されています。

備考

 オペレーターは、飛行に関するすべての現地の規則および規制を遵守するものと

します。

5.4.1立入禁止区域の区分

制限区域は 2つに分類されます。

クラス I：主要空港および有人航空機の低空飛行区域

1.制限区域

本エリアを中心とした半径 2.4kmの円形エリア（政府規定による）。

2.高さ制限面積

このエリアを中心とした半径 2.4~8kmの環状エリア。航空機の飛行高さには制限があ

り、その高さ制限は半径に応じて変化します。半径が 8kmから 2.4kmになると、最

大飛行高さは 120mから 10.5mに減少します。

3.警告領域

APPは、航空機が空港から 8.1kmの範囲に入ると、警告情報を出します。

クラス II: 機密性の高い地域や組織、軍事地域、国境など

1.制限区域

このエリアを中心とした半径 1kmの円形エリア

2.警告領域

は、航空機が空港から 2kmの範囲に入ると、警告情報を出します。

5.4.2高さ制限と距離制限

最大高さは航空機の飛行高さを、最大半径は航空機の飛行距離を制限するために使用

されます。Autel Sky Appで設定することができます。GPSが有効な場合、飛行制限

と特別区域の高さ・距離制限を併用して飛行します。GPSが無効な場合は、高さのみ

の制限となります。

備考

 飛行高度とは、帰還地点から見た機体の垂直方向の高さ、飛行距離とは、機体か
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ら帰還地点までの水平方向の距離のことです。

 飛行高さはデフォルトで 120m、調整間隔は 30~800m、最大距離はデフォルトで

少なくとも 30m、調整間隔は 30以上、帰還高さはデフォルトで 30m、調整間隔

は 30~800mです。飛行の高さ、最高の間隔および帰りの高さはユーザーによって

要求されるように調節することができるシステム・デフォルトです。

 初心者モードの場合、初期値は飛行高度 30m、最大距離 100、帰還高度 30m、最

高飛行速度 11km/hで、モードの切り替えはできません。

 高さ制限は国や地域によって異なります。実際の高さ制限については、現地の航

空管制当局にお問い合わせください。
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第 6章 保守とサービス

6.1ファームウェア更新

EVO Liteシリーズ航空機のシステム性能を最適化するために、Autel Roboticsは必要

に応じて関連ファームウェアを更新します。

6.1.1ファームウェアのダウンロードと更新

1. リモコンと機体の電源を入れ、携帯電話をリモコンに接続し、Autel Skyアプリを

操作してください。

2. システムが新しいファームウェアバージョンを検出すると、Autel Skyアプリは機

体との接続後にプロンプトボックスを開き、新しいバージョンのダウンロードとイン

ストールを促します。

3. Autel Skyアプリのプロンプトに従って、ファームウェアを更新してください。ユー

ザーはアプリのインターフェイスでアップグレードのプロセスを見ることができま

す。

4. 更新後、機体とリモコンを再起動してください。

重要

ファームウェアのアップデートの前に、以下のことを確認してください:

 段階的にファームウェアを更新していかないと、更新に失敗することがありま

す。アップデート後、機体は自動的にシャットダウンします。

 アップデート中に機体を閉じた場合、アップデートに失敗することがあります。

 アップデート中にネットワークが遮断された場合、アップデートに失敗すること
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があります。

 アップデートの全行程に 10分以上かかる場合、アップデート中に機体でジンバ

ルが弱くなったり、ステータスインジケーターが異常点滅したり、機体が再起動

したりすることがありますが、ファームウェアのアップデート完了まで、しばら

くお待ちください。

 機体とリモコンのバッテリー残量が 30%以上であることを確認してください。

 ファームウェアのアップデート後は、機体のリターンハイトや距離制限などの飛

行制御パラメータがリセットされます。アップデート後は必ず再設定してくださ

い。

6.2保管・保守

EVO Liteの性能を最大限に引き出すために、本章のメンテナンス方法をよく読み、遵

守してください。

 機体、バッテリー、リモートコントローラーは、清潔で乾燥した、涼しく風通し

のよい場所に保管してください。

 使用しないときは、機体を直射日光から保護してください。

 機体を操作する前に、両手の水分を拭き取ってください。

 カメラのレンズは、アルコールか優しい窓用クレンザーを柔らかい布に含ませて

拭いてください。強力なクレンザー、洗剤、化学薬品は使用しないでください。

 バッテリーチャージャーは、他の導電性物質と接触しないように保管してくださ

い。

 機体や付属品の落下、特に硬い表面への落下を避けてください。衝突や衝撃のた

びに、すべての部品を慎重に点検してください。破損した場合は、Autel Robotics
社のカスタマーサポートにご連絡ください。

 充電器など Autel Robotics社が認定した付属品以外は使用しないでください。未

承認のアクセサリーを使用したことによる事故については、保証いたしません。

6.3保証期間

Autel Robotics株式会社（以下「当社」といいます）は、本製品をご購入いただいた

お客様に対し、以下の事項をお約束します。通常の使用状態において、本製品または

その部品に材料または技術の欠陥があり、機器の故障の原因となることが証明された

場合、保証期間内（納品日から起算）であれば、購入証明書を携帯して当社による無

料修理または交換サービスをお受けいただくことが可能です。

サービスの範囲：
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 保証期間内に、通常の使用において人為的でない性能上の不具合が発生した場

合。

 製品が承認なしに分解されたり、公式マニュアル以外の指示で修正・追加された

りしていない、またはその他の人為的な欠陥がないこと。

 機器のシリアル番号、工場出荷時のラベルおよびその他のマークが剥がされた

り、変更されていないこと。

 有効な購入証明書、文書、文書番号が提供されていること。

 本サービスの具体的なルールの実行は、各国・地域の政策、法律、規制などに従

うものとします。

この保証条項は適用されません:

 製品の保証期間を過ぎた場合。

 充電回数が 200回を超えた場合。

 公式の最新ファームウェアを使用していない場合。

 違法行為に使用された場合。

 製品のフライトログを無断で変更・削除した場合。

 製品のシリアルナンバーラベル、防水マークが破損、変更されている場合。

 外観、装飾、構造（フレーム、非動作部品など）に欠陥がある場合。

 取扱説明書の指示通りに設置、使用、操作されなかったために生じた損害の場合。

 セルフプログラミングや非公式なソフトウェアの使用に起因する製品損害の場

合。

 Autel Robotics社以外の第三者の部品と組み合わせて使用された場合の信頼性、互

換性の問題から生じた損害の場合。

 異常な使用や環境、事故や不適切な取り扱い、不正な変更、乱用、不適切な設置、

保守、保管により生じた場合。

 天災、火災、水害、汚れ、埃、電池漏れ、ヒューズ切れ、盗難、電源の不適切な

使用など、外部要因によって製品が破損した場合。

 ユーザーが保証サービスのために Autel Roboticsに連絡した後、7自然日以内に製

品を送らない場合。

6.4顧客サービス

テクニカルサポート、保守サービス、交換部品のお申し込み、スペアパーツに関する

情報を掲載しています。
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6.4.1技術サポート

製品に関する問題やご質問は、Autel Roboticsのカスタマーサポートにお問い合わせ

ください:

北米/欧州

電話番号: (844) 692-8835

電子メール: support@autelrobotics.com / support.eu@autelrobotics.com

ウェブサイト: www.autelrobotics.com

6.4.2保守サービス

修理に出す場合は、support@autelrobotics.comまで郵送していただくか、Autel Robotics
社のカスタマーサポートまでお電話ください：(844) 692-8835.

以下の情報をご用意ください:

 名前

 電子メール

 郵送先住所

 電話番号

 製品名

 問題の詳細と写真

 保証書の場合：購入証明書をご提示ください。

 無保証の場合：ご希望のお支払い方法をお知らせください。

Autel Roboticsのカスタマーサポート担当者が問題を評価し、2日以内に回答します。

備考

 メンテナンス中は、製品のすべてのコンテンツが削除されることがあります。保

証サービスにお出しになる前に、製品のバックアップを作成されることをお勧め

します。

mailto:support@autelrobotics.com
mailto:support@autelrobotics.com
http://www.autelrobotics.com
support@autelrobotics.com
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第 7章 技術仕様

航空機

離陸重量 835g

外形寸法（ブレードを含

む）

折りたたんだ状態: 210×123×95mm
折りたたみ時: 427×384×95mm

車体寸法 368mm

最大上昇速度 8m/s (戯れ), 5m/s (標準), 3m/s (平滑)

最大降下速度 4m/s (戯れ), 3m/s ((標準), 2m/s (平滑)

最大水平飛行速度（無風、

海面付近）
19m/s (戯れ), 10m/s (標準), 5m/s (平滑)

最大離陸高度 5000m

最大飛行時間（無風） 40min

最大ホバリング時間（無

風）
38min

最大飛行距離（無風） 24km

最大風圧抵抗 レベル 7

最大チルト角 33°(戯れ), 25°(標準), 25°(平滑)

最大回転数 200°(戯れ), 120°(標準)), 60°(平滑)

動作温度 0℃ ~ 40℃

動作周波数

2.400-2.4835GHz;
5.725-5.850GHz;
5.150-5.250GHz

送信電力（EIRP） FCC:≤30dBm; CE:≤20dBm

GNSS GPS, Galileo, GLONASS

ホバリング精度

縦型:±0.1m (ビジュアルポジショニング

が有効なとき), ±0.5m (GPS位置情報付

き);
横型:±0.3m (ビジュアルポジショニング

が有効な時), ±1.5m (GPS位置情報付き);

ジンバル

（ライト）

機械的範囲

ピッチ: -135°~45°
ロール: -45°~45°
ヨウ: -90°~90°
回転: -400°~400°

制御可能範囲

ピッチ: -90°~30°
ヨウ: -80°~80°
回転: -360°~360°

安定化 4軸
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最大制御速度（ピッチ） 30°/s

角度振動範囲 ±0.003°

ジンバル

（ライト）

機械的範囲

ピッチ: -135°~45°
ロール: -45°~45°
ヨウ: -90°~90°

制御可能な範囲
ピッチ: -90°~ +30°
ヨウ: -80°~ +80°

安定化 3軸

最大制御速度（ピッチ） 30°/s

角度振動範囲 ±0.003°

知覚システ

ム

前方

正確な測定範囲: 0.5~18m
有効検出速度: <12m/s
FOV:横型<70°,縦型<88°

後方

正確な測定範囲: 0.5~18m
有効検出速度: <12m/s
FOV:横型<40°,縦型<30°

下方向へ

正確な測定範囲: 0.5~22m
目視によるホバリング範囲: 0.5~40m
FOV:横型<40°, 縦型<30°

動作環境

前方・後方：

明確なパターンと適切な照明のある表

面(lux> 15)
下向き：

明確なパターンと適切な照明のある表

面(lux> 15);
拡散反射面（20％以上）検出（壁、木、

人など）

カメラ

(ライト)

センサ

CMOS: 1/1.28インチ

有効画素数: 50M
画素サイズ: 1.22μm*1.22μm

レンズ

FOV: 85°
相当する焦点距離: 23mm
開口部: f/1.9
フォーカス範囲: 0.5m ~ ∞
フォーカスモード: PDAF+CDAF/MF

撮影モード

オートマチックモード（Pギア）: EV調

整可能、ISO/シャッター自動

マニュアルモード（Mギア）: ISO/シャ

ッター調整可能、EV調整不可

シャッター優先（Sギア）: シャッター

/EV調整可能、ISO自動
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ISO範囲

動画: ISO100 ~ ISO6400
写真: ISO100 ~ ISO6400
ナイトモード: ISO up to 64000

シャッター速度
写真モード: 1/8000 ~ 8s
その他: 1/8000 ~ 1/フレームレート

肖像画のぼかし
リアルタイム画像転送ポートレートぼ

かし、写真ポートレートぼかし

デフォグモード搭載 対応

ズーム範囲

デジタルズーム: 1~16回
ロスレス・ズーム 4K：2倍、1080p：4
倍

注意：

4K:2倍以上はデジタルズーム、それ以外

はロスレスズーム

1080P: 4倍以上はデジタルズーム、それ

以外はロスレスズームです

写真形式
JPG（8ビット）／DNG（10ビット）／

JPG+DNG

写真の解像度

50MP: 8192x6144 (4:3)
12.5MP(デフォルト): 4096x3072 (4:3)
4K: 3840x2160 (16:9)

写真撮影モード

単発

バーストシューティング: 3/5
オートエクスポージャーブラケット

(AEB): 3/5ショット

インターバル：2s/3s/4s/5s（デフォルト）

/6s/.../60s（DNG最小 5s）
HDRイメージング：

8192x6144/4096x3072/3840x2160
夜間撮影：

8192x6144/4096x3072/3840x2160

映像符号化方式 H265/H264

動画解像度

3840x2160 p60/50/48/30/25/24
2720x1528 p60/50/48/30/25/24
1920x1080 p120/60/50/48/30/25/24
HDR:
3840x2160 p30/25/24
2720x1528 p30/25/24
1920x1080 P60/50/48/30/25/24

最大ビット数 120Mbps

タイムラプスの様子
オリジナル画像: 3840*2160，JPG/DNG
動画: 4K P25
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パノラマ画像
横型/縦型/広角/球面型

オリジナル画像: 4096*3072, JPG/DNG

対応ファイルシステム Fat32, exFat

動画形式 MP4/MOV（8ビット）

WIFI転送 20MB/s

カメラ

(Lite+)

センサ

CMOS:1インチ

有効画素数: 20M
画素サイズ: 2.4μm*2.4μm

レンズ

FOV: 82°
相当する焦点距離: 29mm
開口部: f/2.8 ~ f11
フォーカス範囲: 0.5m ~ ∞
フォーカスモード: CDAF/MF

撮影モード

オートマチックモード（Pギア）: EVは

調整可能、シャッター/絞りは調整不可、

ISOは自動または調整可能です。

手動モード（Mギア）：ISO/シャッター

/絞り：調整可能 EVは調整不可。

シャッター優先（Sファイル）: シャッ

ター/EV調整可能、絞り自動、ISO自動

または調整可能。

絞り優先（Aギア）: 絞り/EV調整可能、

シャッター自動、ISO自動または調整可

能。

ISO範囲

動画: ISO100 ~ ISO6400
写真: ISO100 ~ ISO6400
ナイトモード: ISO up to 48000

シャッター速度
写真モード: 1/8000 ~ 8s
その他: 1/8000 ~ 1/フレームレート

ポートレートぼかし
リアルタイム画像転送ポートレートぼ

かし、写真ポートレートぼかし

デフォグモード 対応

ズーム範囲

デジタルズーム: 1~16倍
ロスレス・ズーム 4K:1.3倍、1080p：3
倍

注意:
6K:デジタルズーム

4K:1.3倍以上はデジタル ズーム、それ

以外はロスレス・ズーム

1080P: 3倍以上はデジタルズーム、それ

以外はロスレスズームです

写真形式 JPG（8ビット）／DNG（12ビット）／
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JPG+DNG

写真の解像度

5472x3648 (3:2不履行)
5472x3076 (16:9)
3840x2160 (16:9)

写真撮影モード

単発

バーストシューティング: 3/5
自動露出ブラケット(AEB): 3/5ショット

インターバル: 2s/3s/4s/5s（デフォルト）

/6s/.../60s（DNG最小 5s）
HDR撮影: 3840x2160

映像符号化方式 H265/H264

動画解像度

5472x3076 p30/25/24
3840x2160 p60/50/48/30/25/24
2720x1528 p60/50/48/30/25/24
1920x1080 p120/60/50/48/30/25/24
HDR:
3840x2160 p30/25/24
2720x1528 p60/50/48/30/25/24
1920x1080 p60/50/48/30/25/24

最大ビット数 120Mbps

タイムラプス

オリジナル画像: 5472*3076/3824*2160,
JPG/DNG
動画: 5.4K/4K P25

パノラマ画像
横型/縦型/広角/球面型

オリジナル画像: 5472*3648, JPG/DNG

対応ファイルシステム Fat32, exFat

動画形式 MP4/MOV（8ビット）

WIFI転送 20MB/s

リモートコ

ントロー

ル、画像転

送

動作周波数
2.400-2.4835GHz, 5.725-5.850GHz,
5.150-5.250GHz

最大伝送距離（遮蔽物な

し、干渉物なし
FCC:12km; CE:6km

使用温度 0℃ ~40℃

送信電力（EIRP） FCC: ≤30dBm; CE: ≤20dBm

電池容量 3930mAh

最大バッテリー寿命
~ 2h (携帯電話接続時)
~ 3h (非携帯電話接続時)

インターフェイスの種類 C型

伝送システム Autel SkyLink
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リアルタイム伝送品質
伝送距離<1km: 2.7K 30fps
伝送距離>1km: 1080P 30fps

伝送ビット数 90Mbps

伝送遅延 ≤200ms

アダプター

入力内容 100-240V/50-60HZ

出力内容 12.75V⎓5A

定格電力 63.75W

航空機用電

池

容量 6175mAh

電圧 11.13V

最大充電電圧 12.75V

電池タイプ Li-Po 3S

エネルギー 68.7Wh

充電温度 5~45℃

単一電池での充電時間 90min

最大充電電力 78W

応用編

モバイル端末 Autel Sky

モバイルシステム必須
iOS 13.0以上

Android 6.0以上

ストレージ
内蔵ストレージ 6GB

SDストレージ 最大 256GBまで対応（要 UHS-3規格）

WWW.AUTELROBOTICS.COM

© 2022 Autel Robotics Co., Ltd. |著作権所有
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